
フェミニストカウンセラー
資格申請要件

下記のA、B、C、Dを満たすこと

A：心理学教育歴 下記のいずれかを満たしていること 備考 必要書類

①
卒業証明書コピー、

修得単位証明書

ａ 36単位以上

ｂ 36単位以上

ｃ 資格証明書コピー

※

B：フェミニストカウンセリング研修歴 日本フェミニストカウンセリング学会が提供する以下の教育訓練講座の受講を修了していること

フェミニストカウンセリング初級研修　「臨床Ⅰ」

フェミニストカウンセラー養成中級研修　「臨床Ⅱ」

フェミニストカウンセラー養成中級研修　「臨床Ⅲ」

フェミニストカウンセラー養成上級研修A

C：カウンセリング臨床の経験時間 以下の分野のうち、２分野以上で総計１５０時間以上

①

②

③

D：下記のいずれからの活動経験が6ヶ月以上あること

① フェミニストグループでの体験

② 福祉機関や民間の女性支援グループなどでの活動体験

③ フェミニスト運動団体での活動体験

提出書類有

提出書類有

②

四年制大学又は大学院で、心理、社会福祉、教育、社会学、看護、医学のいずれかを専攻し、卒業していること（注１、２）

放送大学コース（注４）

一般大学コース（注５）

他資格既得者コース（注６）

修得単位証明書認定心理士資格取得対応科目の単位修得

（既修単位との合算可）　（注３）

臨床心理士、公認心理師既得者は、心理学教育歴は免除

フェミニストカウンセリングの視点に立った面接相談

フェミニストカウンセリングの視点に立った電話相談

フェミニストカウンセリングに関わる実務経験

提出書類有
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（注２）看護師資格を取得していて、大学卒でない方は、一部単位の免除の可能性がありますので、お問い合わせください。

（注３）１、認定心理士資格取得に必要な単位：下記（１）（２）（３）の合計で３６単位以上を取得していること。
　　　　　（１）基礎科目：各領域に属する科目（A）（B）は各々4単位以上、合計で12単位。
　　　　　　　（A）心理学概論、（B）心理学研究法・心理学測定法、（C）心理学実験・演習
　　　　　（２）選択必修科目：下記の５領域のうち３領域以上で各領域４単位以上を含み、合計１６単位。
　　　　　　　（D）知覚心理学・学習心理学、（E）教育心理学・発達心理学、（F）生理心理学・比較心理学、
　　　　　　　（G）臨床心理学、人格心理学、（H）社会心理学・産業心理学
　　　　　（３）その他の科目：心理学関連科目・卒業論文・卒業研究の合計単位１０単位
　　　　　　　（原則的にAからHの複数の領域にかかわる心理学関連科目、および卒業論文・卒業研究は最大４単位まで）
　　　　　　　ただし、基礎科目と選択必修科目の合計が３６単位以上の場合は必ずしも必要ではありません。
　　　　２、フェミニストカウンセラー資格申請では、手引書５ページの「フェミニストカウンセリング関連領域」にあげられている科目なども
　　　　　　「その他の科目」として認められます。

（注４）基礎科目の実験・演習が人数制限などのために履修しにくい場合は、他の科目で単位を満たしてもよいこととします。
　　　　（ただし、その場合には認定心理士の資格申請はできません）

（注５）大学に入学しなくても、聴講等で単位を取得するコースは、受講しても単位修得証明書が発行されない場合があるので、
　　　　受講前に単位が取れる科目であるかどうか、単位が取れる聴講を受ける資格が自分にあるかを必ず確認してください。

（注６）日本カウンセリング学会認定カウンセラー及び産業カウンセラー（初級）については、上記（注３）の基礎科目１２単位を
　　　　免除するものとします。

（注１）心理、社会福祉、教育、社会学、看護、医学のいずれかの専攻とは、
　　（１）いずれも臨床心理及びカウンセリング、ケースワークに関わる単位が相当数含まれています。
　　（２）必要書類を提出の上、資格認定委員が単位数に可・不可を決定します。


